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まで交通局の局長などを務め、ベルリン市長から「ベルリン市の法律の良心（Das juristische Gewissen 
















れた論文『子供の教育を受ける権利』によって、1920年8月「優（ insigni cum laude）」の成績でハイデ
ルベルク大学から法学博士号を授与された。そしてベルリン警察本部の担当官助手を皮切りに、1926年に
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